
④作成した解説文を地域内で活用

観光庁 「地域観光資源の多言語解説整備促進事業」

◎地域の魅力やストーリーの整理、インバウンドの受入環境整備に、是非ご活用ください！
お問合せ先： 観光庁 観光資源課

（TEL：03-5253-8925）
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➢ 解説文は、看板・パンフ
レット・WEBサイト・音
声ガイド等、様々な媒体
で活用可能。

➢ 例： WEBサイトにリン
クする２次元コードを看
板等に貼付。 （右画像）

①申請書を記載・提出 ②打ち合わせ・取材対応 ③解説文の内容確認

○何ができる事業？ ⇒観光資源や施設等の多言語解説文（文章）を執筆する事業です。翻訳ではありません。

〇自動翻訳やAIと何が違う？  ⇒ネイティブ人材が現地を取材し、外国人旅行者目線で「どの情報を・どのように伝え

ると、解説内容の魅力が伝わるか」という観点で、解説文を一から執筆します。

〇費用負担の余裕が無い…  ⇒費用負担は必要ありません。（全額国費事業です）

〇人手が足りるか心配… ⇒地域側（現場）でご対応いただく必要があるのは、以下の内容です。
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➢ 地域として多言語解説
により外国人旅行者に
より魅力を伝えていき
たい観光資源や施設、
解説文の活用先等につ
いて、申請時点での想
定を記載。

➢ ネイティブ人材が執筆し
た解説文の内容につい
て、地域側の立場から、
内容の誤りや、避けた
い表現が無いかを確認。

➢ ネイティブ人材による現地
取材と、その事前に行われ
る説明会・打ち合わせに参
加。

➢ 現地取材では、多言語で解
説したい地域資源や施設
等の訪問を調整し、案内。

事業のポイント

日本語解説文の直訳では、文化的背景や関心の違い、言語
表現の特性から、読みやすい表現にならない場合がある。

⇒観光資源の価値・地域の魅力が伝わらない…

本事業では、観光庁が派遣するネイティブ人材が、
魅力的で読みやすい文章になるよう、取材・執筆・編集を実施。

⇒観光資源の価値・地域の魅力が伝わる解説文を整備！



参考： 地域側（現場）で対応が必要なこと

①申請書を記載・提出

【様式１】 【様式２】

【様式４】【様式３】

観光資源や施設、解説文の活用先等について、申請時点での想定を記載します。

• 地域側（現地）の連絡先

• 打ち合せ等の実施スケ

ジュール希望

• 過年度参加状況

等を記載します。

（協議会の場合、記載）

• 協議会の構成員

• 各構成員の連絡先

等を記載します。

• 多言語化したい観光資

源・施設

• 解説文の活用先

• 作成希望言語

等を記載します。

• 【様式３】と同様の内容

• 外国人の来訪状況

• 多言語解説整備に関す

る現状や課題

等を記載します。

申請や書類の記載内容についてのご不明点・ご相談は、観光庁 観光資源課 （TEL： 03-5253-8925）まで、お気軽にご連絡ください。

Excel/word/PowerPoint形式で書類を作成し、アップロードして提出完了

※地域観光資源の多言語解説整備促進事業



参考： 地域側（現場）で対応が必要なこと

②打ち合わせ・取材対応 ネイティブ人材との事前打ち合わせ（オンライン）と現地取材にご対応いただきます。

④作成した解説文を

地域内で活用
看板・パンフレット・WEBサイト・音声ガイド等、様々な媒体で活用いただけます。

③解説文の内容確認 地域の立場から、解説文の内容や避けたい表現がないか等を確認していただきます。

2次元コード（多言語音声・テキスト）タッチパネル式解説板による案内（多言語字幕）日光二荒山神社神橋 看板の改善

現地取材

（約１日～３日間）

⇒多言語化する観光資源・施

設をネイティブ人材が見学・取

材できるようご調整いただき、

当日ご案内いただきます。

打ち合わせ

（1回・約30分～1時間）

⇒ネイティブ人材が日程調整、

進行等を行いますので、ご対応

いただきます。

※オンラインの場合が多いです。

ネイティブ人材が作成した解説文の記載内容確認

⇒ネイティブ人材が解説文を執筆・編集し、地域側（現場）にお送りいたします。記載内容の事

実確認、記載を避けたい内容や表現が含まれていないか等をご確認いただきます。

※なお、内容確認は「英語」での確認をお願いしております。ご対応が難しい場合はご相談く

ださい。

※地域観光資源の多言語解説整備促進事業
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